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宇宙に浮かぶ日本の実験棟「きぼう」。

実際に打上げられる「きぼう」のフライトモデル。内部の様子。無重力なので天井や床も
装置の取り付けスペースに使います。
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船内実験室
地上と同じ１気圧の空気で満たされ、コンピュー
タや実験に必要な機器が収納されています。

船内保管室
実験装置、実験試料、交換部品などの物資を保
管するところで、船内実験室とつながっています。

船外実験プラットフォーム
実験装置を宇宙空間に直接さらすことで、高真空、
広大な視野といった宇宙環境を利用した天体観測、
地球観測、宇宙技術開発などの実験を行います。
また、エアロックを通じて船内と船外の荷物を
出し入れします。

船外パレット
３個の船外実験装置を保管すると同時に、実験
が終わった装置をスペースシャトルで地上に持
ち帰ります。新しい実験装置を運ぶための輸送
パレットとしても活用されます。

ロボットアーム
宇宙飛行士が船内実験室から操作し、船外実験
装置の交換などを行います。
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地上400kmに浮かぶ巨大研究所

未知への挑戦により、科学と人類の未来を拓く！

日本が初めて開発した有人宇宙施設

■大型で最新の観測機器

■人類の未来を拓く様々な実験
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